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    第一章


    
      1神かみの御旨みむねにより、キリスト・イエスにあるいのちの約束やくそくによって立たてられたキリスト・イエスの使徒しとパウロから、 2愛あいする子こテモテへ。
    


    
      父ちちなる神かみとわたしたちの主しゅキリスト・イエスから、恵めぐみとあわれみと平安へいあんとが、あなたにあるように。
    


    
      3わたしは、日夜にちや、祈いのりの中なかで、絶たえずあなたのことを思おもい出だしては、きよい良心りょうしんをもって先祖せんぞ以来いらいつかえている神かみに感謝かんしゃしている。 4わたしは、あなたの涙なみだをおぼえており、あなたに会あって喜よろこびで満みたされたいと、切せつに願ねがっている。 5また、あなたがいだいている偽いつわりのない信仰しんこうを思おもい起おこしている。この信仰しんこうは、まずあなたの祖母そぼロイスとあなたの母ははユニケとに宿やどったものであったが、今いまあなたにも宿やどっていると、わたしは確信かくしんしている。 6こういうわけで、あなたに注意ちゅういしたい。わたしの按手あんしゅによって内うちにいただいた神かみの賜物たまものを、再ふたたび燃もえたたせなさい。 7というのは、神かみがわたしたちに下くださったのは、臆おくする霊れいではなく、力ちからと愛あいと慎つつしみとの霊れいなのである。 8だから、あなたは、わたしたちの主しゅのあかしをすることや、わたしが主しゅの囚人しゅうじんであることを、決けっして恥はずかしく思おもってはならない。むしろ、神かみの力ちからにささえられて、福音ふくいんのために、わたしと苦くるしみを共ともにしてほしい。 9神かみはわたしたちを救すくい、聖せいなる招まねきをもって召めして下くださったのであるが、それは、わたしたちのわざによるのではなく、神かみご自身じしんの計画けいかくに基もとづき、また、永遠えいえんの昔むかしにキリスト・イエスにあってわたしたちに賜たまわっていた恵めぐみ、 10そして今いまや、わたしたちの救主すくいぬしキリスト・イエスの出現しゅつげんによって明あきらかにされた恵めぐみによるのである。キリストは死しを滅ほろぼし、福音ふくいんによっていのちと不ふ死しとを明あきらかに示しめされたのである。 11わたしは、この福音ふくいんのために立たてられて、その宣教者せんきょうしゃ、使徒しと、教師きょうしになった。 12そのためにまた、わたしはこのような苦くるしみを受うけているが、それを恥はじとしない。なぜなら、わたしは自分じぶんの信しんじてきたかたを知しっており、またそのかたは、わたしにゆだねられているものを、かの日ひに至いたるまで守まもって下くださることができると、確信かくしんしているからである。 13あなたは、キリスト・イエスに対たいする信仰しんこうと愛あいとをもって、わたしから聞きいた健全けんぜんな言葉ことばを模範もはんにしなさい。 14そして、あなたにゆだねられている尊たっといものを、わたしたちの内うちに宿やどっている聖霊せいれいによって守まもりなさい。
    


    
      15あなたの知しっているように、アジヤにいる者ものたちは、皆みなわたしから離はなれて行いった。その中なかには、フゲロとヘルモゲネもいる。 16どうか、主しゅが、オネシポロの家いえにあわれみをたれて下くださるように。彼かれはたびたび、わたしを慰なぐさめてくれ、またわたしの鎖くさりを恥はじとも思おもわないで、 17ローマに着ついた時ときには、熱心ねっしんにわたしを捜さがしまわった末すえ、尋たずね出だしてくれたのである。 18どうか、主しゅがかの日ひに、あわれみを彼かれに賜たまわるように。——彼かれがエペソで、どれほどわたしに仕つかえてくれたかは、だれよりもあなたがよく知しっている。
    

  


  


  
    第二章


    
      1そこで、わたしの子こよ。あなたはキリスト・イエスにある恵めぐみによって、強つよくなりなさい。 2そして、あなたが多おおくの証人しょうにんの前まえでわたしから聞きいたことを、さらにほかの者ものたちにも教おしえることのできるような忠実ちゅうじつな人々ひとびとに、ゆだねなさい。 3キリスト・イエスの良よい兵卒へいそつとして、わたしと苦くるしみを共ともにしてほしい。 4兵へい役えきに服ふくしている者ものは、日常にちじょう生活せいかつの事ことに煩わずらわされてはいない。ただ、兵へいを募つのった司令官しれいかんを喜よろこばせようと努つとめる。 5また、競技きょうぎをするにしても、規定きていに従したがって競技きょうぎをしなければ、栄冠えいかんは得えられない。 6労苦ろうくをする農夫のうふが、だれよりも先さきに、生産物せいさんぶつの分配ぶんぱいにあずかるべきである。 7わたしの言いうことを、よく考かんがえてみなさい。主しゅは、それを十分じゅうぶんに理解りかいする力ちからをあなたに賜たまわるであろう。
    


    
      8ダビデの子孫しそんとして生うまれ、死人しにんのうちからよみがえったイエス・キリストを、いつも思おもっていなさい。これがわたしの福音ふくいんである。 9この福音ふくいんのために、わたしは悪者わるもののように苦くるしめられ、ついに鎖くさりにつながれるに至いたった。しかし、神かみの言ことばはつながれてはいない。 10それだから、わたしは選えらばれた人ひとたちのために、いっさいのことを耐たえ忍しのぶのである。それは、彼かれらもキリスト・イエスによる救すくいを受うけ、また、それと共ともに永遠えいえんの栄光えいこうを受うけるためである。 11次つぎの言葉ことばは確実かくじつである。「もしわたしたちが、彼かれと共ともに死しんだなら、また彼かれと共ともに生いきるであろう。 12もし耐たえ忍しのぶなら、彼かれと共ともに支配者しはいしゃとなるであろう。もし彼かれを否いなむなら、彼かれもわたしたちを否いなむであろう。 13たとい、わたしたちは不ふ真実しんじつであっても、彼かれは常つねに真実しんじつである。彼かれは自分じぶんを偽いつわることが、できないのである」。
    


    
      14あなたは、これらのことを彼かれらに思おもい出ださせて、なんの益えきもなく、聞きいている人々ひとびとを破滅はめつにおとしいれるだけである言葉ことばの争あらそいをしないように、神かみのみまえでおごそかに命めいじなさい。 15あなたは真理しんりの言葉ことばを正ただしく教おしえ、恥はじるところのない錬達れんたつした働はたらき人びとになって、神かみに自分じぶんをささげるように努つとめはげみなさい。 16俗悪ぞくあくなむだ話はなしを避さけなさい。それによって人々ひとびとは、ますます不信心ふしんじんに落おちていき、 17彼かれらの言葉ことばは、がんのように腐くされひろがるであろう。その中なかにはヒメナオとピレトとがいる。 18彼かれらは真理しんりからはずれ、復活ふっかつはすでに済すんでしまったと言いい、そして、ある人々ひとびとの信仰しんこうをくつがえしている。 19しかし、神かみのゆるがない土台どだいはすえられていて、それに次つぎの句くが証印しょういんとして、しるされている。「主しゅは自分じぶんの者ものたちを知しる」。また「主しゅの名なを呼よぶ者ものは、すべて不義ふぎから離はなれよ」。 20大おおきな家いえには、金きんや銀ぎんの器うつわばかりではなく、木きや土つちの器うつわもあり、そして、あるものは尊たっといことに用もちいられ、あるものは卑いやしいことに用もちいられる。 21もし人ひとが卑いやしいものを取とり去さって自分じぶんをきよめるなら、彼かれは尊たっといきよめられた器うつわとなって、主人しゅじんに役立やくだつものとなり、すべての良よいわざに間あいだに合あうようになる。
    


    
      22そこで、あなたは若わかい時ときの情欲じょうよくを避さけなさい。そして、きよい心こころをもって主しゅを呼よび求もとめる人々ひとびとと共ともに、義ぎと信仰しんこうと愛あいと平和へいわとを追おい求もとめなさい。 23愚おろかで無知むちな論議ろんぎをやめなさい。それは、あなたが知しっているとおり、ただ争あらそいに終おわるだけである。 24主しゅの僕しもべたる者ものは争あらそってはならない。だれに対たいしても親切しんせつであって、よく教おしえ、よく忍しのび、 25反対はんたいする者ものを柔和にゅうわな心こころで教おしえ導みちびくべきである。おそらく神かみは、彼かれらに悔改くいあらための心こころを与あたえて、真理しんりを知しらせ、 26一度どは悪魔あくまに捕とらえられてその欲ほっするままになっていても、目めざめて彼かれのわなからのがれさせて下くださるであろう。
    

  


  


  
    第三章


    
      1しかし、このことは知しっておかねばならない。終おわりの時ときには、苦難くなんの時代じだいが来くる。 2その時とき、人々ひとびとは自分じぶんを愛あいする者もの、金かねを愛あいする者もの、大言壮語たいげんそうごする者もの、高慢こうまんな者もの、神かみをそしる者もの、親おやに逆さからう者もの、恩おんを知しらぬ者もの、神聖しんせいを汚けがす者もの、 3無情むじょうな者もの、融和ゆうわしない者もの、そしる者もの、無む節制せっせいな者もの、粗暴そぼうな者もの、善ぜんを好このまない者もの、 4裏切うらぎり者もの、乱暴らんぼう者もの、高言こうげんをする者もの、神かみよりも快楽かいらくを愛あいする者もの、 5信心しんじん深ぶかい様子ようすをしながらその実じつを捨すてる者ものとなるであろう。こうした人々ひとびとを避さけなさい。 6彼かれらの中なかには、人ひとの家いえにもぐり込こみ、そして、さまざまの欲よくに心こころを奪うばわれて、多おおくの罪つみを積つみ重かさねている愚おろかな女おんなどもを、とりこにしている者ものがある。 7彼女かのじょたちは、常つねに学まなんではいるが、いつになっても真理しんりの知識ちしきに達たっすることができない。 8ちょうど、ヤンネとヤンブレとがモーセに逆さからったように、こうした人々ひとびとも真理しんりに逆さからうのである。彼かれらは知性ちせいの腐くさった、信仰しんこうの失格者しっかくしゃである。 9しかし、彼かれらはそのまま進すすんでいけるはずがない。彼かれらの愚おろかさは、あのふたりの場合ばあいと同おなじように、多おおくの人ひとに知しれて来くるであろう。
    


    
      10しかしあなたは、わたしの教おしえ、歩あゆみ、こころざし、信仰しんこう、寛容かんよう、愛あい、忍耐にんたい、 11それから、わたしがアンテオケ、イコニオム、ルステラで受うけた数々かずかずの迫害はくがい、苦難くなんに、よくも続つづいてきてくれた。そのひどい迫害はくがいにわたしは耐たえてきたが、主しゅはそれらいっさいのことから、救すくい出だして下くださったのである。 12いったい、キリスト・イエスにあって信心しんじん深ぶかく生いきようとする者ものは、みな、迫害はくがいを受うける。 13悪人あくにんと詐欺さぎ師しとは人ひとを惑まどわし人ひとに惑まどわされて、悪あくから悪あくへと落おちていく。 14しかし、あなたは、自分じぶんが学まなんで確信かくしんしているところに、いつもとどまっていなさい。あなたは、それをだれから学まなんだか知しっており、 15また幼おさない時ときから、聖書せいしょに親したしみ、それが、キリスト・イエスに対たいする信仰しんこうによって救すくいに至いたる知恵ちえを、あなたに与あたえうる書物しょもつであることを知しっている。 16聖書せいしょは、すべて神かみの霊れい感かんを受うけて書かかれたものであって、人ひとを教おしえ、戒いましめ、正ただしくし、義ぎに導みちびくのに有益ゆうえきである。 17それによって、神かみの人ひとが、あらゆる良よいわざに対たいして十分じゅうぶんな準備じゅんびができて、完全かんぜんにととのえられた者ものになるのである。
    

  


  


  
    第四章


    
      1神かみのみまえと、生いきている者ものと死しんだ者ものとをさばくべきキリスト・イエスのみまえで、キリストの出現しゅつげんとその御国みくにとを思おもい、おごそかに命めいじる。 2御言みことばを宣のべ伝つたえなさい。時ときが良よくても悪わるくても、それを励はげみ、あくまでも寛容かんような心こころでよく教おしえて、責せめ、戒いましめ、勧すすめなさい。 3人々ひとびとが健全けんぜんな教おしえに耐たえられなくなり、耳みみざわりのよい話はなしをしてもらおうとして、自分じぶん勝手かってな好このみにまかせて教師きょうしたちを寄よせ集あつめ、 4そして、真理しんりからは耳みみをそむけて、作つくり話ばなしの方ほうにそれていく時ときが来くるであろう。 5しかし、あなたは、何事なにごとにも慎つつしみ、苦難くなんを忍しのび、伝道者でんどうしゃのわざをなし、自分じぶんの務つとめを全まっとうしなさい。 6わたしは、すでに自身じしんを犠牲ぎせいとしてささげている。わたしが世よを去さるべき時ときはきた。 7わたしは戦たたかいをりっぱに戦たたかいぬき、走はしるべき行程こうていを走はしりつくし、信仰しんこうを守まもりとおした。 8今いまや、義ぎの冠かんむりがわたしを待まっているばかりである。かの日ひには、公平こうへいな審判者しんぱんしゃである主しゅが、それを授さづけて下くださるであろう。わたしばかりではなく、主しゅの出現しゅつげんを心こころから待まち望のぞんでいたすべての人ひとにも授さづけて下くださるであろう。
    


    
      9わたしの所ところに、急いそいで早はやくきてほしい。 10デマスはこの世よを愛あいし、わたしを捨すててテサロニケに行いってしまい、クレスケンスはガラテヤに、テトスはダルマテヤに行いった。 11ただルカだけが、わたしのもとにいる。マルコを連つれて、一緒いっしょにきなさい。彼かれはわたしの務つとめのために役やくに立たつから。 12わたしはテキコをエペソにつかわした。 13あなたが来くるときに、トロアスのカルポの所ところに残のこしておいた上着うわぎを持もってきてほしい。また書物しょもつも、特とくに、羊皮紙ようひしのを持もってきてもらいたい。 14銅細工人どうざいくにんのアレキサンデルが、わたしを大おおいに苦くるしめた。主しゅはそのしわざに対たいして、彼かれに報むくいなさるだろう。 15あなたも、彼かれを警戒けいかいしなさい。彼かれは、わたしたちの言いうことに強つよく反対はんたいしたのだから。 16わたしの第だい一回かいの弁明べんめいの際さいには、わたしに味方みかたをする者ものはひとりもなく、みなわたしを捨すてて行いった。どうか、彼かれらが、そのために責せめられることがないように。 17しかし、わたしが御言みことばを余すところなく宣のべ伝つたえて、すべての異邦人いほうじんに聞きかせるように、主しゅはわたしを助たすけ、力ちからづけて下くださった。そして、わたしは、ししの口くちから救すくい出だされたのである。 18主しゅはわたしを、すべての悪あくのわざから助たすけ出だし、天てんにある御国みくにに救すくい入いれて下くださるであろう。栄光えいこうが永遠えいえんから永遠えいえんにわたって主しゅにあるように、アァメン。
    


    
      19プリスカとアクラとに、またオネシポロの家いえに、よろしく伝つたえてほしい。 20エラストはコリントにとどまっており、トロピモは病気びょうきなので、ミレトに残のこしてきた。 21冬ふゆになる前まえに、急いそいできてほしい。ユブロ、プデス、リノス、クラウデヤならびにすべての兄弟きょうだいたちから、あなたによろしく。
    


    
      22主しゅが、あなたの霊れいと共ともにいますように。恵めぐみが、あなたがたと共ともにあるように。
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